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会計情報システム と
複雑系に関する一考察
荒 井 義 則
1は じ め に
本論文 は会計情報 システムに複雑系の理論 を適用 し,そ の特性 を探ろうと
する試論である。会計情報 システムはい くつかの段階 を経て発展 して きてい
るが,そ の発展の しかたを複雑系,と くに自己組織化 という観点から考察 し
ようとするものである。
2複 雑 系 につ いて
経営繍 や会計学に":系 の繍 を適用す嶽 謬はいくつかなされている
が,こ こではまず複雑系について考察す る。
複雑系についてはいろいろな分野で研究されているが,複 雑系についての
統一的な見解 は今の ところ存在 しない。
井庭,福 原 は,「複雑系は決 して単 なるごちゃごちゃ した システムではな
い。つ まり,バ ラバラに分解できる要素の単純 な組 み合わせで全体が構成 さ
れているようなシステムではな く,バ ラバラにすると本質が抜け落ちてしま
うような特殊な システム をr複 雑』なシステム と呼ぶのであ2.」と述べた
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あとで,複 雑系を 「あるシステムを想定 した とき,そ のシステムを構成 して
いる要素 は各 自のルールに従 って機能 してお り,局所的な相互作用によって
全体の状態 ・振舞いが決定され る。そしてそれ らの全体的な振舞いをもとに
個々の構成要素のルール ・機能 ・関係性が変化 してゆ く。 このようなシステ
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ム を 『複雑 系』 と呼ぶ ことにす る。」 と定義 してい る。
また,河 合 は複雑系 のパ ラダイム として 自己組織化 サブパ ラダイム とカオ
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ス ・サブパ ラダイムの2つ をとりあげている。
自己組織化 とは,創 発性 の起源 をシステム内に,具 体的には構成要素間の
相互作用ない しは相互関係 に求める考 え方であ り,「創発性 とは各要素が相
互作用しあっているときにのみ現れ るものであ り,あ る要素を他の要素か ら
切 り離 して取 り出した場合には消 えてしまう」 という考 え方である。なお,
全体 システムレベルではじめて観察 され要素レベルには還元で きないグロー
バルな性質の ことを 「創発的属性」 と呼 び,創 発的属性が生 まれることを
「創発(す る)」また,創 発的属性 を生み出す システムの性質 を 「創発性」
9)L'4}。
この 自己組織性 という考 え方 をもとに,河 合 は自己組織化パ ラダイムの厳
密な定義 を 「多 くの要素の空間的ない し時間的に混沌 とした状態か ら,外 部
か らの力によらず,内 部の力,す なわち要素間の相互作用のみで自律的にシ
ステムの秩序ある状態(構 造ないし行動)を 創発 させること,あ るいは,シ
ステムの一定の秩序ある状態か ら,同様 に,別 の秩序ある状態を創発させる
こ'5)」とし,さ ら腰 素間の相互作用のみならず,環 境 をも1つ の決定要因
と見なす 「拡張 された自己組織化パ ラダイム」を定義 した。 この 「拡張され
た自己組織化パ ラダイム」 とカオス ・パラダイムのゆらぎを用いて,企 業に
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おけるリーダーシップを考察 しようとす るのが河合の考 え方である。
最後 に,複 雑系に関する牧野の考 え方を考察 しよう。
17)18) _19)
牧野 は,プ リゴジンの 「散逸構造 」,ハーケ ンの 「シナ ジェテ ィクス」,金
子,潮 の 「カオス結合鏑 を比較 して,こ れらの考 え方 に共通するもの と
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して,複 雑系を 「複雑系 とは 『外力 によって,平衡か らかな り離れた状態に
おかれた とき,要 素の変化か ら新 しい秩序 をつ くりなが ら,自 らを活性化 し
続 ける非線形 システム』である。 そして,複 雑系の本質 は,『多様で革新的
で欄 性の高い発展が続 く』 ことに認.」 と議 している.そ して礫 系
の基本要素 として次の3つ をあげている。
状態=(外 力による)非 平衡状況
特性=非 線形
機構=自 己組織化
また,数 量化できない場合の非線形性について,「線形性 を広 く,『入力 と出
力のあいだにおける一義的な決定性やある種 の比例性』 と解釈 し,非線形を
『入力 と出力 とのあいだにおける上述 の線形性 をもたない,柔 軟で多義的な
反応』 と鰍 して も大 きな誤 りをおか さないであろ2z).」としている。
以上3つ の複雑系に関する考 え方を見てきたが,本 論文では上述の3つ の
考 え方をもとに,複 雑系を次のように考 えて会計情報システムを考察するこ
とにす る。
1.各 要素 がバ ラバ ラに集 まってい るだ けで はな く,要 素間 に相互作用 が
存在 してい る。
2.非 線形性 を有 す る。
3.外 力 あるいは環境 の変化 によって,非 平衡状 態 におかれた とき,自 己
組織化 的 に新 しい平衡状 態 をつ くる。
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3会 計情報 システム につ いて
ここでは,会 計情報 システムの概念 を考察することにする。
まず,各 研究者 による会計情報 システムの概念を考察することにする。
浅井,倍 は会計情報 システムは 「情報の利用者に対 して,そ の意思決定に
必要な会計情報を,適 合性 ・適時性 を保ちつつ効率的に提供するために,会
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計 データ を識別 し,測 定 し,伝 達 す る情報 システム」 と定義 してい る。
また,西 村 はLeitchandDavis,MoscoveandSimkinandBagranoff,
Hopwoodの各研 究者 の定義 を比較 して,こ れ らの定義 は,い ずれ も会計 情
報 システム は組織 の経済的 デー タあ るい は財務 デー タを変換 して,組 織 の利
害関係者 の意思決定 に有用 な情報 を提供 す る情報 システムで ある と指摘 して
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いるとし,そ れ以後意思決定のための会計情報システム論を展開 している。
これ らに共通 しているのは 「意思決定のための情報提供」 ということであ
る。
本橋は 「会計情報 システムの概念 は,会 計上の歴史的概念であ り,概念想
25)
定 を行なう場合,そ れは目的 との関連 において概念を把握す る必要がある。j
とし,会 計情報 システムの概念 について次の ように述べている。「今 日にお
ける会計情報 システムの目的は,い くつかの ものを指摘することができるが,
その主たる目的は,情 報利用者の意思決定 に役立つ会計情報 を提供するとと
もに,そ の情報利用者の行動 を可能なか ぎりフィー ドバ ックさせ ることであ
ると考えられる。つ まりそれはi情 報利用者の意思決定 とその行動の統制の
ためのフィー ドバ ックにあるといえる。かかる目的に対応 させて会計情報 シ
ステムの概念 を定義するな らば,つ ぎのようになるであろう。すなわち,会
計情報 システム とは,コ ンピュータお よびコミュニケーション装置の技術 的
な合理性を基礎 とし,行 動科学,シ ステム論,情 報理論 経営科学な どの関
連諸科学 との学際的な成果 をふまえた うえで,情 報利用者の意思決定に有用
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な会計情報 と,そ の行動の統制のためのフィー ドバ ック情報 とを提供するた
め,会 計事象の認識 測定,伝 達のプロセスを有機的に構成 しようとした も
のであるといえる。 したがって,会 計情報 システムは,従 来から存在する会
計固有の測定 ・伝達 プロセスのルーチン化 された部分の単なるコンピュータ
化ないし省力化のみを意味するシステムではないことに注意 しなければなら
な逡.」
また,ゴ ッ ドブ リィ=プ リンスは,会 計 情報 システムの基礎 とな る情 報 シ
ステム につ いて次の ように定義 してい る。「フォー マル ・イ ンフ ォメー シ ョ
ン ・システムは,意 思決定者 お よび意 思決定 グル ープに対 し,目 的適合 的情
報 を提供 す る一 また はそれ以上 のオペ レーテ ィング ・システムを含 む コンピ
ュータ を基礎 とした情報 ネ ッ トワー クであ り,ま た,プ ログラム化 され た意
思決定 モデルの なかのパ ラメー タお よび変数の変化 に基 づいて,こ れ ら目的
適合 的 デー タに対 す る意思決定者 の応答 を扱 うた めの適 切 なメカニ ズム を含
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むのである。」そ して,こ の定義 に含 まれる以下の4点 が重要であるとして
28)
い る 。
1.コ ンピュー タを基礎 とした情 報 ネ ッ トワー クであ る こと。
2.オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム を含 む こ と。
3.意 思決定者および意思決定 グループに有用であること。 また,意 思決
定者および意思決定グル0プ は重要な要素のひとつであること。
4.意 思決定者および意思決定 グループのデータに対する応答を扱 う機構
を備 えていること。
以上,会 計情報 システムの概 念 をい ろい ろ と見 て きたがxこ れ らを もとに
会計情報システムと複雑系に関する一考察29
して本論文における会計情報 システムの概念 を次に示す。
1.コ ン ピュー タを中心 とす る情 報通信 技術 を もとに した情報 ネ ッ トワー
クで あ ること。
2.意 思決定 を支援するシステムを含み,意 思決定者および意思決定グル
ープに有用であること。
3.意 思決定者 ない し意思決 定 グルー プの デー タに対 す る応答 を扱 うフ ィ
ー ドバ ック機構 を もつ こと。
4.意 思決定者および意思決定グループ も重要な要素のひ とつであること。
上 に述べた4つ の点はここで考察 した各研究者の会計情報システムの概念
とほとんど同 じであるが,意 思決定者 と会計情報 システムを運用,保 守す る
システム要員 とは必ず しも一致 しないので,こ こでは次の点 もつけ加 えてお
く。
5.シ ステムの運 用,保 守お よび改良 をす る システム用員 も重要 な要素 で
ある。
さらに
6.ハ ー ドウェア,ソ フ トウェアの新 しい技術や会計情報システム論およ
び会計学,情 報理論,行 動科学などの関連諸科学の新 しい成果 を取 り
入れることが可能なオープンシステムであること。
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もつけ加 えてお く。5と6の 点は会計情報 システムの発展 を考える上では重
要な要素である。
最後 に
7.ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウェアお よび人 的資源が有機的 に結 びつ け られ
てい るこ と。
とい う点をあげ,本 論文での会計情報 システムの概念 とする。 これらの概念
をもとにして,会 計情報 システムの入力 と出力 を考 えると,2種 類の異なる
入出力があることがわかる。ひ とつは会計情報 システムの通常の業務 ともい
うべきもので,意 思決定の必要 にせ まられた とき,関連 するデータを入力 し,
意思決定に有用 な情報やそれを利用 した意思決定 を出力するものである。残
りのひ とつは,ハ ー ドウェア,ソ フ トウェアの最新技術や関連諸科学の新 し
い成果 を取 り入れる(入 力する)場 合である。 この場合の出力 としては,改
良 された新 しいシステムというものになろう。 これ ら2つ の入出力は全 く無
29)
関係ではないが,シ ステムの発展 という観点からは2番 目の入出力が中心 と
なるであろう。
4会 計情報 システムの発展
ここでは会計情報 システムの発展 を田宮,今 井の2氏 の研究 を中心 に考察
す る。
田宮は会訓醐 システムの発展の段階を次の3つ に分槻 。
①自己完結型会計情報システムの段階
全 ての会計 取引が仕訳 の形式 で当該 シス テム に入力 され,仕 訳帳,総 勘
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定元帳,試 算表,そ れに損益計算書及び貸借対照表が出力レポー トとし
て作成される。他の業務 システム とのデータの受渡 しを伴 うことがない
システムであったので,そ の意味では 「閉 じた」 システムであった。
②自動仕訳受入型会計情報システムの段階
会計以外の業務,た とえば販売,製 造,在 庫な どのさまざまな業務がコ
ンピュータの導入 によってシステム化 して くると,各 業務 システムに入
力 したデータをあらためて 自己完結型会計情報 システムに入力す るとい
う作業の二重性が問題 となった。 この解決 をはかるため,各 業務 システ
ムに会計取引データを選択 し同種の取引は要約 した上で所定の勘定科目
などを付 して仕訳データを生成 し,会計情報システムに電子的に送付す
る自動仕訳受入型会計情報 システムが導入 された。 このシステムは作業
の二重性 は解決 したが,自 己完結型会計情報 システム と本質的に大差が
なかった。
③業務統合型会計情報システムの段階
このシステムは独立 した全体的な取引データベースを構築 し,そ の下に
会計情報システムをはじめ とする各業務 システムを構築するものである。
このシステムにおいては,会 計情報 システムは統合化 されたシステムの
部分 システム となっている。
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また,今 井は会計情報 システムの発展を次の3つ に分 けた。
①会計伝票インプットによる会計専用システム
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会計伝票 をインプ ッ トす る ことに よって財務諸表 をアウ トプ ッ トす るシ
ステム。
②現業業務処理システムとの融合
営業,製 造,購 買 といったメインの現業業務 のコンピュータ化が進み,
これ らの現業業務でインプ ットされたデータをコンピュータ ・システム
の中で自動的に会計 システムに振替 えて使用する現業業務処理 システム
との融合の段階。
③統合データベースによる会計情報の合成
企業 内のあ らゆ る経営 デー タが統 合 され て,ア プ リケー シ ョン ・プログ
ラムか ら独立 した1つ のデー タベ ース内 に格 納 され るとい うデー タベー
スによる統 合化 の段階。
この田宮 と今井の見方はかな り共通点があるとみてよく,本 論文で もこの
3つの発展段階 をもとにして考察 を進めてい くことにす る。
5複 雑系 としての会計情報システム
今 までの準備 をもとにして,複 雑系の観点か ら会計情報 システムを考察す
ることにする。
(1)要素間の相互作用
すで に考察 した ように,会 計情報 システム においてはハ ー ドウェア,ソ フ
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トウェアおよび人的資源が有機的に結びつけられていなければならない。 こ
の ことはコンピュータと人的資源を分離 して しまえば,会 計情報システムと
い う概念 自体が成立 しえないので明 らかであろうが,意 思決定 を考 えるとよ
り明白になる。なぜならば,こ のような高度の作業 をするには各要素がバ ラ
バラでは何 もできず,ハ ー ドウェア,ソ フ トウェア,人 的資源の3つ が有機
的 に結びついてはじめて達成できる作業だか らである。 この ように考えると,
意思決定 とい う作業は創発的属性であると考 えてよいであろう。なお,意 思
決定の質は会計情報システムの発展段階によってかな り異なると思われるが,
最 も初期の自己完結型会計情報 システムにおいて も財務諸表 を作 り出す機能
をもってお り,財務諸表 は意思決定 に重要な役割 をはたすので,す べての段
階で会計情報 システムは意思決定に有用であると考 えてよい。
② 非 線 形 性
本論文では会計情報システムについて数式による定式化 を全 くしてないの
で,す でに言及 した 『入力 と出力のあいだにおける上述の線形性(入 力 と出
力のあいだにおける一義的な決定性やある種の比例性)を もたない柔軟で多
義的な反応』 とい う定義に従って考えることにする。
まず,「一義的でない(多 義的である)」について考察する。同じデータを
もとにしていても意思決定者が異なれば異なる意思決定がなされることがあ
りうるし,意 思決定者が同じ場合で も,同 じデータをもとにして も常 に同 じ
意思決定 を下すか どうかはわからない。 これ らの ことは入力(デ ータ)に 対
して出力(意 思決定)が 一義的には定 まらないことを示 している。
次に,「比例性 がない」 ということについて考察する。データが2倍 にな
ったか らといって,意 思決定が2倍 正確になるとは限 らないし,デ ータが多
ければ多いほどいい というわ けで もない。多い場合 はある程度の選別が必要
となろう(線 形性あるいは比例性が成立すれば,デ ータの量が多ければ多い
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ほど意思決定は正確 さをます)。このように考 える と,比 例性 は必ず しも成
立 しない と考 えてよいのではないか。
以上の考察で 「一義的ではないこと」,「比例性がない こと」が証明 された
と思われ るので,会 計情報 システムを非線形システム と考 えて もよいであろ
う。
(3)外 力
ここでは会計情報 システムを非平衡状態にする外力について考 える。 これ
以後は自動仕訳受入型会計情報 システムか ら業務統合型会計情報 システムへ
の変化の過程のみを考察する。 この とき外力 としては次の2つ が存在する。
①会計情報システムへの要求の変化
従来の財務報告を中心 とす る役割だけでな く,経 営者の意思決定に役立
つ情報の提供 を要求 されるが,こ のような高度な意思決定に対応で きる
情報 を提供で きる機能 を自動仕訳受入型会計情報 システムはもっていな
34)
かった。 したがって,こ の要求は会計情報 システムを非平衡状態におい
や る外力 となった。
②情報システムの複雑化
自動仕訳受入型会計情報 システムの段階ではy他 の業務部門のシステム
化 も進んだが,企 業内部に設計手法やシステム構造の面で統一性のない
小規模 システムが数多 くできてしまい,情 報 システム全体の運用が複雑
　
にな りすぎ改善 を求め られた。 これが第2の 外力である。
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これ ら2つ の外力が 自動仕訳受入型会計情報 システムを非平衡状態におい
や り,や がて業務統合型会計情報 システムに自己組織化 され新たな平衡状態
に移 ることになる。
㈲ 自己組織化と新たな平衡状態
外力 とくに意思決定の要求 に対 しては今 までのシステムはあまり有用では
ないので,新 たなシステム作 りが始 まったが,い きな りシステムを作 り上 げ
ることはできず,ま ず企業情報の解明から始 まった。 その結果,新 しく求 め
36)
る会計情報 システム について,次 の ことがわか った。
1。 デー タをで きる限 り特定せず,さ まざまなデー タを容易 に使用 で きる
こ と。
2.シ ステム構築後の新たな情報の要求に対応できること。
そして,従 来の会計惰報 システム と異なる業務統合型会計情報 システムが導
入 されることになる。
業務統合型会計情報 システムが導入されて新たな平衡状態 とな り安定する
のであるが,そ れ までの状態を自己組織化 という面か ら考察する。 ここで考
える自己組織化 とは,環 境から必要な ものはとり入れるが,シ ステムの要素
の相互作用によりシステムの秩序ある状態を創発することであると考 える。
まず,新 しい事態に直面 しいろいろな研究がなされ業務統合型会計情報シ
ステムが提案されて くるが,こ の間に新 しい考 え方やそれを実現するハー ド
ウェアやソフ トウェアを入力 として受 け入れる。そして,新 たな会計情報 シ
ステムの設計 をシステム要員な どが中心 となって行 なう(こ の際,人 的資源
が不足すれば新たな入力 としてシステムの構築に参加 させ る)が,こ れは人
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的要素(シ ステム要員 など)と ハー ドウェア,ソ フ トウェアが有機的に結び
ついて新たなシステムの秩序 を作 り出す ことに相 当す る。すなわち,要 素間
の相互作用でシステムの新たな秩序が創発 された ことになる。 これは自己組
織化 と考えてよいであろう。
6お わ り に
本論文 においては会計晴報 システムを複雑系の観点か ら考察 したが,こ れ
はまだ序論にすぎず,研 究すべ き点は多々ある と思われる。会計 肩報システ
ム,と くに意思決定 というような人がかかわるシステムには,複 雑系の理論
を適用することが好 ましいと思われ る。
?
?
?
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